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●第６回講座の振り返り 
 

１．日 時：平成28年９月27日（火）19：00～21：00 

２．ねらい：①繁多川公民館の活動事例を学ぶ 

     ②地域活動を継続していくための秘訣を学ぶ 

３．受講者：27名（全35名中） 

 

はいたい！受講生のみなさま（＾＾）  

第6回講座は、地域活動を実践していくための秘訣を学ぶ回として、地域の方々を巻

き込みながら多方面の分野で幅広く実践活動をされている「特定非営利活動法人１万人

井戸端会議」代表理事 南信乃介氏をお招きしました。 

同 NPO 法人は、繁多川公民館の指定管理を受託し、繁多川を中心に住民と一緒に地

域課題を探しながら、地域にある資源をつなぎ合わせ、様々な協働事業に取り組んでい

る団体です。 

最近では、離島出身の高校生と独居高齢者をつなぐ『GESHUKU プロジェクト』や

繁多川の特産だった豆腐づくりを再現しながら、地域の歴史や文化を学ぶ『あたいぐゎ

ープロジェクト』、孤立や貧困など様々な問題を抱えているこどもたちに対する支援『い

どばたごはん』や『停学小屋への受け入れ』など、多くの主体と連携しながら地域に根

差した活動を展開されています。 

「互いの課題を互いで補う、ウィン=ウィンな関係を探し、つくること。」 

「周りの人と一緒に地域活動をするためには、それを担う市民一人ひとりに、リーダー、

コーディネーター、マネージャーなど様々な役割があり、各々がその立場を理解し、自

分がどの立場で地域と関わっていきたいのかを自身で知ること。」 

など、コーディネーターとしての役割や活動を実践していくうえで大切なポイントを教

えていただきました。 

また、公民館についての話もたくさんありました。今回のご縁を機に、繁多川公民館

や南さんのファンが増えたことと思います。ここから、受講生の皆さんとの新しいつな

がりが生まれ、素敵な広がりとなることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

☆南さん☆ 
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 前回の講座内で回答できなかった質問について、南さんからの回答が届きました(^^) 
Q 繁多川という地域で、これから出てくるであろう“社会問題”とその対策などを知りたい。 

Ａ．今、現在の課題でも部分的にしか対応できていません。高齢者や子ども達だけでなく、共働

きで普通の世帯も苦しい状況が続いています。そういった意味では、“社会問題”を解決するため

に「いつ、どこの、だれが、どのように」動けばいいのかが、不明確なところが一番の障害とな

っています。そのような状況に対し、繁多川を含む真和志地域の生活圏ごとに住民と関係機関と

で１年かけて地域計画を作成する予定です。地域の住民と密度の濃い話し合いで不明確なところ

を明確にしていきます。モデルは山形県川西町。全国の地方創生の参考地域になっています。１

１月１２日に繁多川公民館に川西町から御一行がいらっしゃり、交流＆ディスカッションがあり

ます。貴重な機会ですので興味のある人はどうそご参加ください。 

Q 自分の地元（浦崎の前田）でもコミュニティ活動を始めてみたいがどんな形で入ればいいのか？ “前

田”の魅力を再発掘していけたらとても嬉しい。 

Ａ．どのポジションで関わるかで変わると思います。できることからでよいなら、自分の趣味や

経験を活かせる場所を、自治会やボランティアサークルなどに加入するのもとても意義があると

思います。魅力や課題を掘り起こすのであれば、地域の現状を再発見しやすい体験(地域まーい、

字史編纂か改定、地域古写真展)は、楽しくて波及効果が生まれやすいです。自分で企画から実施

までは大変な状況ならば自治会や公立公民館、社会福祉協議会、地域包括支援センター、児童セ

ンター、てだこ市民大学事務局などに相談するといいと思います。 

 コーディネーター、マネージャーで関わるなら、現状把握をするところから入るといいです。

地域の成り立ちなどの歴史的背景調査や関係機関ヒアリングで何が課題となっていそうなのか。

今、それを支えようとしている人はだれか。そして会いに行ってみることです。 

 

質問の方は、おそらく那覇市に住んでいるけれど地元の浦添での活動ですので、もう一つ留意点

があります。現地に志を同じくするパートナーを必ず捕まえることです。地域の反応がわかるの

で改善することができ、波及効果を受け止め次のアクションに繋がりやすくなると思います。 

 

 

 

今回、提出いただいた「懇親会用の自己紹介シート」ですが、事務局の段取り不足で皆さまが

記入する時間を取れなかったため、提出されたシートが多くありません。幹事及び事務局とで調

整した結果、今回の内容については、みなさま宛に送付しないこととなりました。 

せっかくご記入いただいた皆さま、大変申し訳ありません。 

次回懇親会は、受講生間でゆっくりと歓談ができるように調整中ですのでお楽しみに♪ 

名刺や普段の活動に関する PRなどがあれば、ぜひ、ご準備ください！ 

 

●第７回講座のお知らせ 
1．日 時：平成28年10月25日（火） 19：00～2０：４５   

2．会 場：なは市民協働プラザ2階 会議室①（旧新都心銘苅庁舎） 
3．プログラム （予定）  

 

 

 

 

 

 

 

≪問い合わせ先≫ 

那覇市 まちづくり協働推進課  TEL：861-3846  FAX：861-3126 

第７回 中間報告会&懇親会 

■グループワーク      ［20分］ 

■中間報告会        ［40分］ 

■懇親会          ［35分］ 

■次回のお知らせ＆感想記入 ［10分］ 

第６回講座の質問＆回答 

次回懇親会用の自己紹介シートについて 


